
物  質  名 3,4-ジニトロトルエン ＤＢ－21 

別  名 
4-メチル-1,2-ジニトロベンゼン 
3,4-DNT 
 

CAS 番号 610-39-9 
PRTR 番号 第１種 157 

化審法番号 3-446 

構 造 式 
 

 
分子式 C7H6N2O4 分子量 182.14 
沸点 ― 融点 58.3 ℃ 1) 
蒸気圧 4.0×10-4 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.45 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.18（計算値）3) 水溶性 ― 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50  807 mg/kg 4)  
 マウス 経口 LD50    747 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・本物質の中・長期毒性に関する情報は得られなかったが、本物質を含む工業用のジニトロベ

ンゼン（DNT）0、3.5、14、35 mg/kg/day をラットに 104 週間混餌投与した結果、3.5 mg/kg/day
以上の群で用量に依存した体重増加の抑制、肝臓重量の増加、肝細胞の変性、14 mg/kg/day
以上の群で網状赤血球及び白血球の増加、赤血球、ヘマトクリット値、ヘモグロビン濃度の

低下、腎臓重量の増加、35 mg/kg/day 群で腎炎、膵臓の色素沈着、髄外造血等が認められて

おり 5) 、LOAEL は 3.5 mg/kg/day であった。 
（工業用：2,4-DNT 76.5％、2,6-DNT 18.8％、3,4-DNT 2.4％、2,3-、2,5-、3,5-DNT 2.3％未満）

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・本物質及び 2,3-DNT、2,4-DNT、2,6-DNT の毒性について、セルトリ細胞と生殖細胞の共培養

系における生殖細胞の脱離、セルトリ細胞培養系における乳酸塩、ピルビン酸塩の産出及び

細胞組織への影響を指標として比較した結果、これら異性体で毒性の強さは 3,4-DNT ＞

2,3-DNT ＞  2,4-DNT ≧  2,6-DNT の順であり、セルトリ細胞の形態及び機能に直接影響を及ぼ

すことが示された 6) 。 
・工業用 DNT 0、3.5、14、35 mg/kg/day をラットに 104 週間混餌投与した結果、14 mg/kg/day

以上の群で睾丸が異常に小さく、35 mg/kg/day 群で睾丸重量の有意な減少、睾丸の変性、精

子形成減少が認められており 5) 、NOAEL は 3.5 mg/kg/day であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚を刺激し、短期間の暴露でも中枢神経系、心血管系、血液に影響を与え、メトヘモ

グロビンを生成することがあり、チアノ－ゼ、頭痛、眩暈、吐き気、錯乱、痙攣、意識喪失

等の急性症状を示す 7) 。 
・1940～1950 年代に DNT に最低 1 ヶ月以上暴露された 2 工場の労働者の調査では、発がんへ

の影響はなかったが、虚血性心疾患による死亡率が予想外に高く（各々SMR：1.31、1.43、95
％CI：0.65～2.34、1.07～1.87）、DNT 暴露との関連が示唆された 8) 。しかし、その後に同一

工場で実施した大規模調査では、虚血性心疾患及び脳血管系疾患による死亡と DNT 暴露に関



連はなかった 9) 。 
・0.06～13.3 mg/m3 の DNT に暴露された労働者の調査では、平均 6.12 mg/m3 の高濃度群、0.36 

mg/m3 の低濃度群で赤血球数、ヘマトクリット値、GST が有意に低く、ハインツ小体、GTP、
SDH は有意に高かった。また、高濃度群でメトヘモグロビンが有意に高く、CuZn-SOD は有

意に低かった 10) 。 
・DNT 及びトルエンジアミン（TDA）を取り扱う工場の調査では、DNT は 0.013～0.42 mg/m3、

TDA は 0.008～0.39 mg/m3 で、これらに暴露された労働者の精子数は有意に低く、彼らの妻で

流産に若干の過剰発生がみられた 11) 。しかし、その後の追跡調査では、生殖・受胎能の質問

事項、精子数や形態、卵胞刺激ホルモン等の調査項目に差はみられなかった 12) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13) 0.2 mg/m3（DNT として）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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